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北海道に於ける萎類“へYレミ V トスポりウム病"

に闘する研究

(1) 外界保件と稚苗期に於ける裾枯病撃を生との関係

栃内吉彦・宇井格生

(北海道大挙農挙部植物王手数室〕

Studies on the Helminthosporioses of cereals in Hokkaido (1) 

Influences of environmentaI conditions on the foot-rot of the seedlings 
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緒 言

北海道に於ける大小萎類のHelminthosporium

病は IielmintllOstriulIlgramineum RA13lI.に依る大

要斑葉病，H.・safiVlI1JlP. K. et B.に依るk萎斑貼

病，或は大l~，ノ!、妻の羽f~ï'ti!t月に於ける相布Ii病及び、

H. teres SACC.に{:l{る大萎網斑病であるo

之等病容の分布を:見ると，大~斑葉前は石狩，

2主知地方以南に多く，大妻網斑病は根室， ~I]路，

十勝及び日前iの太2Ft芋;-~*~民謡地帯に年々相官の護

生を見 11.satiV/l11I に依る斑馬!i病(相1~i病)は成く

各地の存播大，小委に殻生を見る。殊に網斑病護

生地帯では大姿の和J制月に栴枯病も護生L，共の
被害は数年来45に顕著となった視がある。

H. sativumに依る初i枯病は厨ぇ北海道の春播

大，1]、妻の雅市に殻生し，米岡及びカナダの存播

小要地帯の一部に於て報背せられているが如き激

しい立枯f11~献は飴り認められないが，既に高橋氏

(1945)は，北海道に於て大萎斑貼病lliiは2096)'1至
時に 30%近くの地表殻芽不能稚苗を生ヂ・る外，

軒、被害の病苗は 40--50%に建する事を指摘し

之が防除は大葬増産ー上不可扶で、あるZ34を述べてい

る。殊に北海道に於ける妻美J1斑貼病の殻生は，共

の稚市朋に多く，所iJi裾J・'i[j病として認められ，そ
の被害も此の幼苛具J11'C大でるる。高橋氏に依れば

此の*it市朗に於ける被害により大~は 2 割の減収

をみると云う。

米関必よびカナダの手伝播小萎地帯に於て

Hellllinthosρrium sativulI1， Fusarium !')'J;を主悶とする

“Common foot-rot"或は“Commonroot-rot"の護

生が注目せられ， 共の被害はカナダの Manitoba

地万に於て 1928年より 193i年の 10年聞に千均

1，909000ブッシェル，又カナダの凶部地方で 1939

-1942年の 3(，F.!日lに年平均 12.196の減収を見た

Z巨が報背されている。 (GREANEY，]945) 

北海道に於ける此の積の病害は従来一般の注
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;むーをひくにJ~ ら十 L てむしろ汗iiI されて1l~1<こ傾が

あった。之は本的将の特徴として1・WNiJ~llに限って

比較的多数の布I[物倒休がほぽー桜に犯され，地上

部に顕f\'な約斑が現われる写の事が免!~いので，一

般的な琵百j!f延とJ.!.なされ易く ，1!lに共の後の気

象{時~1't:に依って布{(物が急注に生育する場合には，

鋭IPlI I1/lz:約徴が!Wi~i成するf.Sでるる。併し乍ら此の

病害に於ては共のι接的被容のみでなく，護育~

延に基づく必然的な牧段見IJのji，1延及び，共のため

に他の荊守に位され易くなるせ;の二次的影響を考

慮に入れるならば，此の和の病害に封してw:に深

い翻祭の必要なる;<ji-が痛感せられる。

{~えって先で夕、北海道に比較的成iJüz:分布して民

ると見られる lIel川inlhcsporiu1Ilsath'um P. K. et B. 

により大姿及びノj、安の*W-Uij1:Jjに起る1JMi'j約に闘し

て二，三の寅験を行った此底に 1948"¥'，迄に作た

結県の一部を靴←汗する。

f佼史1川Ijせる奏知lil

場布杭f白i物約却訓叫Il拳例究宅市山:宏4去:汗主斗千lド王氏の灯好.意によつて分

J興芦典』せられ7たζものでで、ある。 Idil場の観察は北大農・製部

杭物l劫Î.!Wildilに於て行ったがu その使1+1はliU闘の

好;立によるものである。此の，責験を行うに;首:官?り坂

本I恥l巳:幸I同専

アたζ。此底に深甚なる謝;立を衣する。

研究の歴史

1909年 P八MMEL(1909)は大萎の嘆に不規則

な件j色斑FJJlを生十・る新しい病害を殻見し，此の病

原正iに主.]'Lて Ilell1lillthosporill111sati叩 IIIPAMMEL， 

Krl¥G et Bi¥KKEと命名Lた (PAMMEL，KTNG & 

BAKKE， 1910)0 IJel111int/lOsporiu11l sp. に fi~る萎~î1の

“Foot-rot"及び“Root-rot"をJ&:f;7Jに注意したのは

米国の研究者である。 印ち SELBY及び MANNS

(1909)， BOLLEyア(1D10，1913)， BECKWlTH (1DlO) 

需は米岡凶部諸州に於て相~'ilj病々原菌と見なされ

る lilwriwlI， Hell1lillil:ospariullI， Alternaria， lJJacraspc句

riul1I， Collelolrichu1I/及び、Gibberellasaubinetii (1¥10N'1'.) 

SAじC.学の各相を分離したが， 1919年IIlinoisに

於ける小~の約守は之等の臣、i知に基く川;m Foot-

rot にほかならや， j与の=i::1元lは Hell11illthο'sporillTllsp. 

である事を STEVENS(1922)が報fをした。 1920年

L(り)λ刈UI肘吋 ]. S白'1、AK.王MANは H去臼el必lt川，

2政斑土蕊['抑則型))!.Ii抗荊=のみならすや=大婆，小萎及びライ萎のRoot-rot

;及び之叶q.thi'Nの一江i:ili病を越す;<f:i・を認め， とのThil主

後に H.sati叩TIlと同定された。

之符の十誌肯・に刺戟され各地より Hellllinthostri-

um sp・に依る薬類の Foot-rotが概;号され，共の被

害も者しい;<Ji:が米関及び、カナダで認められるに件

なって，共の研究も従*v菌感的な傾向から脆却
して次第に杭物約三m原千lせな右向に進んでうjiた。
CURTSTENSEN (1922)は H.sativ1I1Il について

禾本科杭物 184和知に接税試験を行い，その内 98

2弔矧に感染をみた。而してその内小宴，大萎，ラ
イ茶を含む 58郡は感交性であり， 40和美nは抵抗
性である;<lf.~，*台した。主Iiに同氏 (1926) は此の菌

の生王Ilt的分化現象を{J]究して 37型を記載し そ

のある系統に於て認められる突然礎異現象につい

て興味ある記述をした。 F.L. STEVENS (192均は

小委 Foot-rotを起す lIelminthospariulll(sativum)の

形態に闘する研究の中で，本在、iの位入を蒙った寄

主*iIl胞におこる荊唆につきて記載し， ~互に此のfÏi

のある系統では突然鑓異現象の起り易い事を指摘

した。 DOSDALL(1923)は1¥1innesotaの小本大委

及びライ萎に sativum型の HellllIlllhosporiulllに{i，く

って惹起される疾病を観察L，Root-rot及び Foot

-rot が実及びf:~{の斑烈i病感染源である ;<}l.に注目し

此の耳石守の殻生要因を分析するために，病原菌，

寄七位びにI付.7)'1111の寄生閥係に及ほ、すi毘度，泌度

及び PH!'~';の影響を貰験した。共の結論として土

壌の温度及びi熟度が根及び京某・部の琵約に影響を

及ぼすが，肥料の影響は胎E加し必ずるに寄主

に封ずる外界保件の不良が設約をD)Jk令するとi!sべ

ているo

McKrNNEY (1923， 1924， Hl25)は紋初小宴の

Rosctte病の研究に於て，H.ωiω1/)1が従来展々此

の病存の原l必のーっと二与えられてうji!<乙が，He巾bか11川F

t幼ho，吋'Spo，町'ri初11仰111のみで、ソノイ小jト、型萎Fに Fo∞0悦t-rot1及えびび:Roω0悦t-rotを

起す司事Lを?報世?予告L号した(ロ192幻3，19ω24引)0 而して氏は H. 

sall叩川による Foot-rot及びRoot-rotはIdil場に於け

る殻約のW;:J，出よりみれば，土壊の温度品:ぴにi熱度
の{条件が本病の護生に影響する底がiたであると三与

え，之f23;要161の殻約に封する影響を研究して (192
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4)， Marquis (ノj、若手)及びHanchen()三菱)の各手伝播11121

積に於ける鼓病の最、過は 280C，Harvest Queen存

播小萎にるりては 320Cで、あって， 土壌温度が24

OC 以上の時は多i婦の場合に， 240C以下の時は漁

度の低い場合に夫々殻荊が多い:It:f.を報fーした。

カナダに於てはます、西部地1;に此の病害の護

生するととが認められ， 1900-19201，FのIJIIに各積

薬類から病原菌の分離が.試みられた (Gfssow(19 

11)年)01921'.F以後之等病害に闘するイJf究が盛ん

に行われ，従来一般に Foot-rot或は Root-rotと耕

せられていたものを，OpT!iobo!us graminis SACC.に依

るTake-all，P.l'thium spp.に基づく Browningroot-

rot， He/minthostori加 1sativlIl1I， Fusariul1l spp.が原因

する Commonfoot-rot and root司rotと匝別し，各

地で夫々の病容に闘するIilil場抵び、に室内の各種貰

験が行われるに至つた。

共の後 1936'.1'迄に到る期間に行われた研究

の総合的な和介を STMMONDS(1939)が行ってい

る。カナダに於ける之A主的容に閲する研究は，敢

に於て米岡よりむしろ多く， SIMMONDS， P. M.， 

SAKドORD.G. B.， GREANEY， E. J.及び BROAD-
FOOT， W. C. /O~;に fk り多数の報汗がなされている。

之等の研究は大別して，防除の方而に闘しては輸

w~~.;の耕杭法に11，くる防除の研究，土壌概生物の1"ti

抗作fIJに{fくる殻病仰制に院lする研究，各柿設置、i剤

に上る山接防除の研究，及び抵抗性illI和育成に闘

する研究の問つの傾向がうかがわれる。之等の防

除法及びilijに闘する左足義の生態撃的研究及ぴ，寄
生現象の究明せ;の基礎的研究の匙畏にもf"J:bら

や，現在迄の庇目前:寅な防除訟は鷲見せられて肘な

い械である。(微生物の枯抗作flH乙附して最近持し

く研究が進んだが，此の駄に闘しては別の機合に

述べる。)1よsativII11l は北米地方に於て土壌菌的性

質を有することと， ~僚像削{[件1午十同カが2η1許午せは

期期!に寄主の何れの部分からも平符子易に千似必入しf得号るZ事i存E 

とが主錠是々 その防防.除を困難難'1な主らしめて肘る。 叉寄主
務(~ï百l明の護病が地下部或はi也際部よりのも」・入を主

とするnに，人工接種;試験を施行する上に不便且
つ困難な貯iが多々存在する。此の寅験方法に闘し

て各符t，{，¥みがなされた。例えば SIMl¥1οNVS(1933) 

は各種接観賞験を比較検討し接種源の培養方法，

J克服}j法，接種時の佐子iJ4宇を桜台し， BROADl'υ0'1' 

等 (1938)は砂耕ほ義をJIjいて接頼宣験を行い，

各種保1'j:下に於ける設病欣況に!却して研究してい

る。

最近 GREAKEY.F. J. (1946)の報告はカナダ

に於ける Commonroot-rotについて，各郡

f守午命に閥する研究成j杭主立涜tYtを剖11け而川¥i川il均場場砂;Jケ'"寅験の払結‘県カか3ら統計的

に記越している。

海11えって我闘に於ける H.sativu11lに闘する研

究をみるに，西川氏(1930)は禾本科杭物の Helllli咽

ntllOspori間 t病に闘する11"(汎な研究を行い， 共の中

で分知事的記述詑ぴに培養，[吃買の比較を試みた。

更にl明日山氏(1988)は小若手黒目ねーについて北海道

産小委に諜日粒が多く， かかる種子より H.sai;-

VI1111 が相官tに多く分離される:IJ~を認め，之が斑羽i

病の病原たる可能性のある事を指摘した。高橋氏

(1945)は北海道ÎJ各地花の大安柿子・より菌類の分

離を行い護;牙不能和子から Rhizotusspp.の分離さ

れるととが批も多いが，之は Rhizotusが原因で設

茅不能となったので、はなく他の原閃から資ご~r不能

となったものに死 w寄生的に著生Lたものに過ぎ
歩，之にEえいで多く説明された H.sati?'1仰がlfl:要

itJ.!さるべきものとした。 而して此の置、iは 20%時

には30%の種子を殻芽不能の!Iた態に陥AL，較被害

の約百に到りでは 40-50%の多きに建するZJLを

示した。又更に石タ〈施wに依りこ1:壌を矯11ミせる場
合に H.sati叩川にHくる稚古i授約カ;~'，\，に多く見られ

るのは，立iに到する石次の影響ーではなく，不ihく施
J!ilに H~る寄主杭物が悪影響を家りたるためで、あっ

て，石方〈を1.111地に施興する場合には和子泊五が特

に必要でるる:n，:を示した。析l可及び梁(194i)は小

萎各品種間の 11.sati7!UlIlに到する抵抗性の:;1;::呉及

ぴ':t'I'化底rrllに依る寄主抵抗性の1Jl-r'を報肯・したc

以上北米及び我岡に於ける本病容に闘する研

究の進展J伏況を比較すると，此の積約守の我岡に

於ける京要性が北米に比してやや低く，殻生も少

ないという却rhに依るとは云い乍ら，我岡の研究

は未だ初期，試験の械を肱せや，基本的な約守護生

保件ずら向充分に究明されていない有松であっ

て，今後之司王の研究の却期的な進展が必安で・ある

と思われる。



116 北海道大準農撃部紀要

材斜及び賓験方法

質験に供用せる大安及び刀、薬の種子は北海道

農業試験場琴似本場産のものである。 病原菌 H.

sativU11lは各地産大葬の縦病郁子及び被害輩葉より

単胞子分離を行い，病源J性強く胞子形成の良好な

系統を得るととに努めた。 此の菌は CHRISTEN-

SEN (1926)， STEVENS (1922)が報告せる如く突然

愛異を起すとと多く，又共の捷異のj頻度は菌系統

により主主がある事が認、必られている。分離せる多

くの系統を調査してその内より上の目的に大略合

致せる一系統を得た。とれば新琴{肢の農家間場産

のものでるり，爾後の寅験には常に之を使用した。

保存培養基として 200cc コルベン中に 251bで

30分間加~t~殺菌した稲葉土に繁植せしめたものを

用いた。接種源としては同じ培養基上に生育4週

間]日のものを使用した。此の際45に注意す可きと

とは培養格了の 4週間日にコルベン中の水分が蒸

設して，稲葉がやや乾燥気味となるように最初の

水分を調節せねばならぬ。かかる底置により胞子

の護芳:は著しく良好となる。

接種については各種方法を比較検討したが，

Eえの方法に依りたる場合に最も護病率高〈且つ瑳

病せる雅市にまま現ずる病徴が自然欣態/'1:於ける場

合と最も良く類似すると認められた。採用せる方

法は小委に封しでは SALLANS(1933)， 大安には

ISENBECK (1935)の方法に少しく鑓更を加えたも

のであって，先述せる如lく培養して生じたる菌の

分生胞子を乾燥せる毛筆にて殺菌蒸1m71¥.中に落し

童文lij¥洗浮して，濃厚な胞子jl岳部液をつくり之を接

積源として使fIjする。一方小薬組子は強め冷水温

湯殺菌を行い，更に去而を昇末71¥.にて殺菌し郁子

が充分に乾燥せぬ内に上主&の胞子懸問、i夜中に入

れ，充分に撹狩し，大型シャーレ中に向く披げ，

共の上をi品らせたi慮中氏で・覆う。胞子懸濁i夜は種子

の4~量乃至同長が泊首である。接種せる:f*子は 25

- 27cC のiKil.度に保ち 15~20時間後に取り出し

播種する。大葬の場合にノj、萎と同級友殺TMi底理を

施したる和子を上越の虫/1き胞子懸濁液中に技法令し

減座瓶中に入れ7K流ポンプにて減~JI;L，急激に常

国~に復せしめ之を取り出しf余剰の水を除き大型シ

ヤ{レ中に入れ，小婆と同様に庭却したる後取り

出して播杭する。釣照mは之と同様な底置を殺菌
三昼間71¥.にて行った。

殻病程度の算定は SIMMONDS(1928)が燕姿。

Foot四rotの研究に闘してとりたる方法を用いた。

但し殻病税度の匝分は各賞験時期により最程度の

土より最高の耐に到る 4階級に，或は土より++迄

の3防紋に分けた。此れと大体類似の方法は栃内

及び梁(1947)の報告にも見られる。之主主・護病胴体

を抗日病程度に依り敢群に分ける事は賓際に於て

は，最大の殻病より最少の護病まで連続する震に

困難で、あり，又共の聞に翻察者の主翻をwなう事
も考えられるから，之等の結果の草なる童文的表現

のみを以て殻病度を比較するととは屡々質際の裂

病欣態或は共の粍度を過重或は過少に評慣すると

とになる危険が多分にある。それ故車なる数字上

の比較のみでなく護病粍度計童文の後に金賞験直の

会11~1休を並置して，護病の欣態及びその程度を比

較し，数字上の去とをiH比較量して共の相羽的な
z~:: を布告ゐ t-c o

費験

I 土壌温度に闘する賓験
土壌温度が大要及びノj、萎の抑HjJj病に及ぼす影

響に闘しでは，玩に McKINNEY (1923)が詳細な

研究を設表して居る。筆者は北海道に於て普及し

て居る本播大葬[札幌六角j及ぴ存播ノj、薬I農林29

披lの2品種を使用して， 土壌温度と殻病の開係

を検し，叉殻荊期間の低温及び、高温の寄生現象に

及ぼす影響を観察した。

種子接:f:rv:及び土壊接種を並mして温度の影響
を賞扮したが，種子接f:mは上主&の方誌により，土
壌接種は次の如き方法によった。 gpち殺菌せ・る土

壌を充したポットの表土を表面より 3cmの!享さ

だけ取り，之に H.sativu11lの胞子の殺菌燕1m71¥.懸

泊液を 5cc.宛噴霧し乍ら充分に撹押し， 再びポ

ットに入れ 24時1m250Cに保ちたる後IZ.合71¥.古里湯
技法及び昇禾 10001:h夜で表町殺菌を:施したる和

子を括和:した。和子1*種の際には土壌接部は行わ
す=土壌接軒fの主J照国は殺官、îf.'~1\Î'Î71\. を以て同iJの廃

車11を行った。
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此の各ポットを各々 340，300， 26
0
， 22
0
， 180， 

14
0及び、 10

0
Cの土壌恒温槽に入れ，土壌が恒温と

なった後，各都子を播種した。寵土は 2cm， 340 

及び 30
0

C医で、は土壌表面よりの蒸設が急速であ

るから之を防ぐ岱に殺菌せる[ゐがくすコ]を土壊

去而に撒ギ'[iした。

土壊温度は寄主布{(物の護育及び寄生菌の生育

に影響ーを及ぼすと共に寄生現象そのものにも閥興

する筈であるから，設病程度の算定を行う時期lを:

機械的に一定するととは安官と忠われない。'Ifくっ

て殻病ilf¥況を%'illして第四葉が展開する時期1，邸
ち 10
0
Cでは護牙後20日円， 14_260C国は 14日

目， 30。及び 34
0Cでは 12日円に夫々殻病を調夜

するとととした。寅験の結果は第 1去の如くであ

る。

之等の結果より見ると，大萎ノj、要の雨担I:.Hえ品

種は，共に低温より高温に否'1る迄何れの土壌温度

に於ても護病するととがわかる。大萎と小萎とを

比較するに，その設病程度は，和子接種の 30
0

匝

を除いて大;L~に於て常にノj、薬に於けるより低く催

病11~I体童文も大萎に於て少たい。ノj、妻にるっては最

高の護病王子三は粒子接租匝 22
0
C，土壌接租:匝 26

0
C

に於て現われ，共れよりi且度が低下するか或は上
昇するに件ない殻病ほ少なくなる。土壌接額面と

極了・接和国とに於ける琵病111¥態を比較すると 100 

Cより 22
CC迄は和子接杭匿に於て常に土壌接種

匝に於けるよりも向い事が認められるが， 26
0

C以

上では共の逆となる。大萎に闘しては土壌接種匝

第 1表 各土壌浪度に於ける裾枯病苦芝生状況

春f痔・大多札幌六角 穂子接干重

溌 病 科. 度
橋被軍主 霊童3手数 草丈

(cm) 土 + 寸+

土壌浪度 340cfi 按主すE積，~!IJ院2. 30 17 ラ.5 12 4 I 一 一
30 20 14.0 一 一 一

グ 30
0 {技t封H干1喧1R1Ii5. 30 30 7.5 与 12 8 5 40.6 

30 30 16.0 29 

1/ 260(糊戚 30 30 17.3 '10 11 6 3 29.3 
主主主:1[.JF. 30 30 20.3 29 

1/ 22
0 {接塗t~崎百原回. 30 30 15.3 9 14 4 3 27.3 

30 30 20.1 30 一 一

グ 180 {接種隔 30 30 16.3 15 11 2 2 18.0 
~f~íl匝. 30 30 19.8 30 一 一

1/ 14守。{接i封穂照凪匝. 30 30 18.3 20 6 4 12.0 
30 30 20.4 30 一

1/ 100 1l接撃すH符i1i1民説
30 30 12.0 27 2 3.3 
30 30 16.4 30 一 一

春搭犬家札幌六角 土壌様荷

土壌温度 3401I接3訓報告国白主. 30 
17 6.4 13 3 

30 19 10.9 一 一

グ 300 {接割関目百匝l民. 30 
30 8.8 19 7 2 2 15.3 

30 30 15.0 30 

" 26
0 {桝匝 30 30 16.7 21 3 5 15.3 
主才R員匝F. 30 30 19.8 30 一

グ 220 1{f封おHi1E1|1民正 30 30 16.3 24 2 4 9.3 
30 30 20.2 30 一 一

1/ 18
0 
{接週日岡百臥高

30 30 14.5 24 3 3 8.0 
30 30 22.9 30 

1/ w {;主陵主!縄!古l1民6‘ 30 30 18.4 24 4 4.6 
30 30 20.6 30 一

グ w{援制 30 30 11.9 28 一 2.6 
主訪日百回L 30 30 17.0 30 一 一
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若手11ft小多農林29自主 砲了-接碕

f屠干霊童文 古車ヲF軍主 !';r. 'lt 
(cm) 

土壌i魁皮 340 {接:封H椅(!阿阪. 30 16 
30 20 

IJ 300 {蜘匝 30 30 13.0 
割HaIJF. 30 30 13.5 

IJ 30 30 24.3 
26
0 

H1~fì 1i: 30 30 25.0 

IJ 2 向ワ。{接割H干1荷1風匝2. 30 30 20.6 
30 30 24.0 

p ぽ(接概 30 30 20.6 
おft(![，f，. 30 30 25.2 

IJ w{主竣主照椅匝阪. 30 30 235 
30 30 25.0 

グ 100 {接主訪問手E鼠~. 30 30 25.8 
30 30 26.7 

春f都小重厚農林29;;:虎 土壌接椅

土壌温度w{按針椅路鼠!長 30 18 一
30 25 

1/ 303!接関I瓦 30 30 14.2 
j!\ÌnHI~: 30 30 20.9 

IJ 26つ{接荷風 30 30 20.6 
~fHíl阪 30 30 24.6 

1/ 22
0 

{緩割問麓自瓜主
30 30 16.5 
30 30 23.8 

IJ 18。(接穂鼠 30 30 18.3 
割問l長 30 30 28.4 

1/ 14守。{接封種RiilE孟. 30 30 25.8 
30 30 28.4 

IJ 10 qii3按WH積iizFg4. 30 30 24.2 
30 30 26.6 

及び、右n子接種匝共に最高の殻病は 300Cに見られ，
和子;民和直はやJれの温度ーにあっても常に土壌接和

匝より殻約率は前iいa 純子J妄租及び土壌接加を比
較する事は接種の方法を異にするのであるからや

や悶維と忠われるが，接相加の胞子濃度を異にす

る同様の賞験を 3[111にわたって施行したがそのせ

る結果は常に同一傾向を示した。

大萎に於ける土壌接聞及び和子接種の場合，

最低の設約を示した{日l休教師ち(j:)の数を比較す

菱の場合も之と I'I]:Uiで、ある。和子J安部せる場合は
匹軸の基部， 日[lち scutellumの附近より菌が位入

して共のJ"J部にJI:まって人17るものが多く認められ

る。土壌接柿の;場合には此の部位よりの位入は比

較的少い杭に視察された。勿論，他の部分間前 foot

より{え入して共庇に±程度の荊斑をあらわすも

官主 病 科. f交
喜重病室容

土 十 寸+

13 2 一
一 一 一

13 10 言 2 23.3 
30 一
8 12 9 1 29.3 
30 一
2 8 19 46.6 
29 一
7 16 6 l 26.0 
30 一
14 6 9 1 25.3 
30 一 一
21 8 7.3 
30 一

16 

9 8 13 一 31.3 
29 l 一
6 8 15 I 38.7 
29 l 

15 7 7 1 22.0 
30 一
13 13 4 一 16.7 
30 一
28 2.6 
30 

28 2 1.3 
30 

のも認められるが，共の{同体教はいす=れの接杭法

に於ても大発を認めなかった。渡的主主容が向くなる

と，故i会i度の設がjM}，態を 114する{同休教は増加し又

査制約1114休教も増加lする。 此の場合は scutellum

附近より位入を家りたる個体と footの部分より

位入を受けたものとの数のIHj{t乙一定の傾向の来具

は認め難く，むしろ敷カ所から立iの位入を蒙った

と忠われるものが多かった。

封照匝の草丈の故}点iは180C以下に見られ，葉

色は土壌温度が1!I;い科ー濃く， 340Cに於て誌も淡色

であってやや肥切れの外視をjd‘したが， 30cC以下

ではかくの虫nき外観のものは認められなかった。

McKTNNs'Y (1923)に依れば存播小萎 Marquis

の設約は土壌1~Hlで、は 28'C に於てll~(.~:j を示す場

合と 35
0

Cの場合とがあり， 和子接加にありでは

常に 28'C に於て批正~jの護荊が起った。 前者の場
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合には土壌i熟度の影響が大であると忠われる。此

の寅験は， 二i二接i熟度を保Jl0Jの約 33%として行

ったものでるるから， その結果を直ちに Mc

KINNEYの試験成績と比岐するとと安営を快く嫌

はあるが， 1長験結果上の主異は使Jl1品種を異にせ

るととによるものか，又使用せる菌系統の護育が

第11前lに示したる如く， Mc KINNEYの使fIjせる

菌とやや異なると云う賄も一因かと考えられる。

叢

径

1& 20 .2'十 23

培養温度

第 1圃

32'C 

A 
B 

A MむKtNNEYの使用せる H.sativum王室育曲線
B 著者等の使用せる Il.sαt仇・um主主脊曲線

以上の如き¥式験結県の不fii)は，多くの研究:(f

tffのいう女fIく，寄生閣のf~持:JJ と寄七の抵抗性の

礎化とに{kるものと二Jすえられる。此の貼に闘して

は主!i1'L詳細な翻察を行う必要があると，目、われるの

で，大奏モラビアM，fi]i:をと使川して，正{，1'毘及び低温
の場合に於ける }~iの寄~ì:J-.に於ける位入行動と，

それに封する寄:l:の反腔:とを主J比観察した。

自Pち積一rを昇求アルコールを以て夫而殺菌L
て腰正~J シャーレ中の殺凶行英ìi'iìJ二で、 14G 及び 28CC

の恒i毘部中に琵2何人せLめ nv:靴ががJ3 crn I'L ili 
したとき之を組元より切断 L.，之に制~~J'.に土庁主

せる立iの胞Tを e'ífにてfMiJî:じて i必~-~~中に入れ，

夫々の設月三i~l!主， mJ ち 14
G

及び 280C に-r!~ち， 又

14GC にて否~~:せしめたるものを 28CC に移してそ

の温度に保った。 J主砲:温度28'Cの場合は 24時HIJ，

14CCの場合には 48時11¥1後に取IHLて，剃刀にて

表皮の1~似1・ど切り取り，期間Sit- ドで主:iÌ'.休ぷJ:の

菌綿及び:μ;入後のm材を友!立を透して観察した。
向濯にて護万三せしめて碕を接杭した子業鞘上

に於ける l~Hの顕著な行動は， f，U-・胞rより設/I'，L

たる設芽管或は異:なった胞子よりの設芽管が 2，3 

本ーカ丹Ji'に集合して，共底より侵入するととであ

る。 之は所・謂“集l剖侵入))(Masseninfektion)と類

似じた現象で、あるが，前締が来秋をなして侵入す

るのではなく 1111i1の附着器よりの穿入菌赫が侵入

じた部依附近に他のFii株が延びて来て位入する

か，或は数本の)岸i訴がfi司時に共の附近に到って侵

入するものである。 lH:の様た位入の起った同部に

於ける寄主細胞の質化は為f!.)自の附着格から輩出し

た穿入赫の場合よりも大きく，侵入した菌締のまE
延も顕著で且つ蕗j総も太い。低温の場合にはかく

の如き侵入様式は比較的時に認められる。低温に

て設芽生育せL占うたる後高温下に於て接種せるも

のにありではかかる侵入様式が屡々認められる

が，その瀕度は積子の設]-:.から接種迄格始高温下

に於て行われたる場合よりもやや少ない。

かかる集I~[i的位入椋式で、寄主体中へ入った菌

赫は何本かが合して来欣となり，細胞の長軸方向

に蔓延する。その6t..延謹度は単調で似入した場合

よりも rlLく， f副総は位入部位の細胞内に主主かに充

満し， ~~i~\~r}J向に延び、て隣廃車ìIl胞にも容易に佼入

する。

車問の附着掛より位入LたjMf赫により惹起せ

Lめられる寄~dHl胞の礎化についてみると(消 2

去)， 28
c
Cで生育せしめ 28GCで接存nせる子葉鞘細

胞にあっては，集i剖的集入の場合に記した傾向と

一致する。@[1ちfii綜は制胞1¥'で主主かに縦方向に仲

長し，分1ljJ(L，民に隣.j~*m胞 l十1へも2入する。之に

1'Ioない寄主主iH胞の内容は移*止を生じ空胞が多く現

われ又原形質のJji.礎が認められる。 1-tに著しいの

は f~Hの佼入部f時付近の細胞脱或はそれに接する細

胞内存が此経し移1ib欣の.N，¥ー誌を'f.L，刺|胞肢はや
や不規則に!冊目WIJ¥に肥I!メする貼である。第2去に

於て*iI1i出版礎化十で示すものは之1，:;;の礎化のIlfjか

に認められたものの視察主主を現わしている。y!に

菌紛が~I~主延すると組織のー・部は崩壊するに到る

が，此の事買は:1:壊温度の尚いl起にあっては子葉

刊の←・部が)iJil尖L去り YfI1涼が!)iに延tんで地際部
の実相l付へ44;人して肘るものが多い引とをiLーにす

る。 14
C

C'C'生育抗ぴrc接柿せるものにあっては菌
の寄i:H，II'に於ける設百・は続出でるり， 28'Cに
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第 2表大喜怒壬ラピア子葉t附組織中への H.8αt伽um閣総の侵入及ひ'寄主細胞の反.Ift!

寄主主主脊 扱
椅皮

侵 入 部l {;): 

滋 度 滋
細胞膜|縫令部|不 明

280C 280 300 154 8 

140C 280 251 101 5 

140C 14。 131 112 36 

於ける如き*lil胞内容或は*111胞肢の艶化及び反艇は

弱く，且つ之等の視察されるPil撒も少なくなり，

組織の崩壊も殆ど認められない。 又 28
GCの場合

に見られると同程度に寄主細胞内でイItl長せる菌赫

に封しても寄主細胞の反艇は上M!;の如く微弱であ

り， 叉 28
0Cに於ける如く民範l主iにすLるととはな

い.然し位入菌献の間違部の原形質が一部分極め

て小さい移粒欣に鑓化している事を屡々観察し

た。 14
0

CK:生育せしめ 280Cにて接種せる子葉

鞘組織の反l本は蹴Lて28GC或は 140Ci'I~1干の ~1:lIUJ

的な様相或は 28'Cの場合に近い反l監を示Lた。

菌締の日明l'i組織への佼入部f立について見る

と，高温下で寄主細胞映を直接穿貫ずるものが多

く，低温下では細胞縫合部より侵入するものが増

加する。此の侵入部I立について ECKERS(爪 (1923)

はGibberella s allbinetiiは土壊温度の高い場合寄主細

胞のペクチン質を容易に賞通じて佼入すると述べ

ている。との例は我々の得た底とやや趣を異にす

るが，H. sati~'lIl1l の場合は土嬢温度以外の外的要因

により，との二つの位入部位の比率が異なる ~;:iJ~

4うる。

以上の事寅より見ると，低温下で子葉草yiは菌

が footの部分に位入せる時五互に内部の葉鞘組織

へ侵入するに宝:l" L防衛的役割j をよ+~すと云い得可く

之に反して高温下にては子葉鞘組織のj品設が低温

の場合よりも強かであり，商は主主かに内部の葉i的

基部へ位入し符るに到る。

E 遮光及び地上部の傷害に闘する菅駿
日照査t不足が作物病害の殻生に影響する事は

稲熱病笥;に除jして!('jA背されているが，初i柏病の如

きfff'Iii則的容に於ては如何なる影響を及ぼすかに

ついて賢験を行った。

符 1)~ 2寸の素焼ポットに.501;"，:宛大安或は

小穿を播種し，土接凶iより 1)~の I白j さに硫般紙を

士

120 

24 

寄主体中に於ける前線の愛育 細胞)肢の極化

十 +午 引号 + 

156 124 59 130 311 

140 154 54 168 235 

67 80 8 304 49 

2 枚五~.ねたものを蹴げて日照を遮り， 他は同位置

に;;J~~ラシヤ紙及びその上側に硫隈紙 1 枚をと以て遮

光し前者を散光匝後者'~í.遮光匝となした。殻芽

後寅験格了に到る 15日IlI1は， 2日!日j曇天であった

他は蹴ね晴天が結いた。以上の如き遮光底追I[によ

るこ1:接調度の上手ltは何年特に考慮を初tう可き程度
のととはなかった。此の賞験の結果を第3去に示

した。

此の結果より見ると散光匝に於ける設的は大

妻小委の何れにあっても故も多く，起li光恒'¥K於て

最小であった。護病程度の増大にj'loない.'ti:昌二jjM休

童文も増加した。但じ小委にあっては之等3匝聞の

裂病率の=t.kは顕著であったが，大安では注射光ド

及び散光下に於ける蛍病率にさしたる鑓化を見な

かった。 31L丈は遮光匝が主主長で，散光匝及びw:射

光匝は慌かに劣る。 注目すIすき事は出身.J'j[恒の伽!

休に現われた地際部約i:uEは，間違が比較的判然と
して，病斑の色は虫色を帯びγ己柄色で、あるのに比

し，主主光匝及び散光l亘ではよ也|控?郊のみならや地上

部にまで約斑が強大し，病斑の色は也射光の下に

於けるものよりも淡色であってその縁迭は漸次淡

色となり直射光匝に於けるがおlく判然としなかっ

アζ。

小萎にM討して低j毘及びr~，;j 1.~l 下に設牙せしめた

る市の子産相に菌を接種してその行動計組問鏡下

で翻どきした iiすの寅(伎と flM;~な占訟で散光下J及び直

射光下に設茅せしめた稚Wi-I二の菌の行動，寄;主制I!
胞組織の反l正について担当さを行った。印ち種子を

石英砂J二に設芽せしめlリj匝は品w-了鎚にて覆い，散
光岡は硫限~~を{ií'rrRI'.に被せ自身l 光を辿;:ìl;し，

之等を 120~180C のUJ:射光一ドに沿いた。都(I

後 5fl日に了子a悲f納'伯自を乞4切断J咋主耳取;¥Lして， シヤ{レi議室

斗i に入れそれぞれ的胞子を1~flji:L， 24時IlIJ後に顕

微鏡下に翻察じたc 侠}Ijせるd，'dillは小安法林均
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小豪農林 29~波

第 3表 遮光と禄枯病後生の関係

1~荷量1・ 王室芽車止 霊童芽主主主

直射光匹{

散光凪{

遮光医{

接種臣官.
~'nt1 回;.

技種民
主主日百回.

核種磁
調照1&

100 
50 

100 
50 

100 
49 

草丈

(cm) 

18.0 
20.7 

18.4 
19.4 

21.0 
20.8 

100 
50 

100 
50 

108 
50 

病
-
-

欣

下

|
+l-十土

一

2 17 10 10.3 1
1
円

u
o
o
n
u
ζ
U
口
Y

7
2
に
ノ

A
守

に
J

7

t

A

守

15 18.7 3 33 

20 4 8.0 

大多札幌六角

直射光匹{
按積民 100 100 17.6 26 64 8 24.3 
主訪問~. 50 言。 18.8 50 

散光凪{4警安t手ffi[~;. 100 100 18.0 24 6 60 7 3 25.1 
Hf!¥il'r. 50 50 19.9 49 一

遮光匝(接謝干喧If;.
100 100 18.3 日0 2 48 一 14.6 

Hf!匝 日0 50 20.0 50 一 一 一

蹴及びl司35蹴である。 寅験の結果を次支に示じ

た。之から}よると正iの侵入部位は散光，直射光の

雨匝或は 29~虫及び 35 践のi羽匝の間で大差は認め

られなかった。散光下に於ては出射光下に於ける

よりも肘品f:iltとも1f<':・入後の菌紛の細胞内での設育

は旺盛で・あり，寄主品目胞原形質のね:吠化或は細胞

肢のH1ff脹e-!;;寄主*l!l胞の反l庄は散光下に生育せるも

のが顕著で、重うる。 農林 35枕は何れの匝に於ても

農林 29~売に比して即形買の在、HJ:入に討する反応

が著しく，位入菌赫の寄主体内で・の分l技護育も 35

蹴に於て旺盛で・ある。又前の位入による細胞原形

質の招提は農林 35g虎に於て常に 20枕に於けるよ

りも著しく又その色調は濃い。

土地のたlく1Ji光下にゐいた場合には}むの寄主
体内での琵延は也身、j光下に於けるよりも促進せら

れるととが認められた。 Gibberellasaubinetiiに封

ずるノj、薬幼芽は光線快亡下で市n病'性を増し目立i照
光を興えたものは健全であることが DICKSON，

ECKERSON及び LINK(1923)に依り報告されてい

るが，上越の筆者等の結果と一致する。

三たに地上部を切断除去した時には琵病に如何

たる影響が現われるかを賞験した。設病後5日目

に犬々地表 l二lcmの庭で室を切断し 10日目及び

20日目に約Mkの調査を行った。その結県を第5去

に示した。 10日目に費約を比較調盗せる場合には

標準との間に主主は認められなかったが， 20日目に

到り Il[jらかな設が現われた。而し裂病{同体総裁に

は殆ど差異がない底より考えれば，岐に侵入した

菌の寄主体中で、の主主延が，かかる異常的な庭置に

より促進せられたものと認められる。

第 4表 I虻射光&0:散光下におし、た子禁制への H.s日ti世um

前線の侵入と寄主謀sW@の反感

/JJの侵入部位 寄主体中に於ける商将、の愛育 細胞膜の鑓 j七

細胞膜 |主冊目包縫合総 土 十 ++ 十

農 直射光岡L 222 139 24 59 31 87 196 
林
29 散光師L 238 115 44 78 70 83 244 5虎

農
林
努
披

i配射光民

散光!瓦

31 

39 

213 

294 
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第 5表 地上部を切断せる場合の溌病状強

小室E農林29税

接禰~.
無慮哩!ー

地上切断 f調査10日目
l削査20日目

病朕

13.8 

13.6 
26.4 

主当日告匝 52 21 50 121-1-1 
大喜多本L申込六角

無慮理

f番穏匝|地上切断 i調査10日目
i淵査20H目

割照阪 l

E 覆土に闘する費験

50 50 

覆土の!与さは要t~Ji種子の護芽及び共の後の護

育に影響を及ぼすが H.sαtivulIlに依る大若手及び

小宴雅市;朗に於ける何lぅIi病の鼓生にも影響する事

がItlil場貰験に於て翻'決された。

鼠j主の方法により踊子接種を行った札幌六角

及び農林 29競を夫々祁 1尺 2寸のポットに播種

し，覆土を犬々 1，:j， 5及び、 7cmとして， 3週1i¥J

日にその設的程度を測定した。その結県は第6夫

50 

7.6 

8.0 
11.4 

に示したるが如く，覆土を1字くするに従って設病

率は増加し虫i皮縦約11母体設も増加した。

此の様に覆土の隠さを構えた吻合に crownの

位置及び subcrowninternode の欣態は討.~ 7去の如

く境化じた。 @pちた芽或は小斐の何れに於ても覆
土が!手くなるに従い crownの位置はf尽くなり，

subcrown internodeの長さがたとなる。ゴ二壊溢度が

低い場合と前iい場合とを比較すると crownの位

置は土壊現度 10-150C では第 7 去の童~fll(よりも

第 6表 額士.を異にせる;場合の獄枯病務病との関係

小多農林29~.虎

溌 病 状 怒
覆 土 ji!f干重量主 五重芽聾主 草丈 後病至解

(cm) 土 十 ++ 明+

竣主畳I干喧i民 100 10Q 2:2.5 60 一 32 8 13.6 
日告凪 50 ラO 26.2 49 一 一
竣笠tHFa百i回瓦. 

10Q 10Q 22.1 14 2 14 40 10 34.4 
50 50 28.6 48 2 一 一 一 一

キ宝妾t時日t 100 10Q 21.0 28 2 20 30 20 41.2 
R百!瓦 50 50 25.4 49 一
竣望書干jRi~R~. 100 10Q 22.0 25 つ 13 27 33 50.6 
i!i1h乱 5Q 50 24.7 49 

犬家札幌六角

1川腕I司L 10Q 10Q 23.5 20 8 66 6 23.6 
l 主1日現l品. 50 50 23.0 50 一
{附tl'託 101 10Q 24.3 24 4 44 26 2 28.6 

3 cm 11 iH首t!伍 50 5Q 25.0 49 一
j長F広，~K 10:) 10J 19.8 48 2 12 24 14 29.8 

5 cm i 数日刊 50 5Q 26.4 50 一
， 7--Jj li 腕削111 d1 とR! | 10.} 10) lヲ9 47 2 9 2Q 22 34.9 

50 50 :23.1 48 2 一
ーー-一一一一 一一、
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切断面より溢泌される水分を拙紙に吸収せしめて

共の重量をトーシヨンバランスにて測定した。そ

の結果に依れば拘L病W，j休は位杢{匝i休に比して 21.3

~25.8% に注する 11.及水量:の減少が認められた。此

の貰険方法はfT，J検討の徐地があり，叉貰験もも守ほ

キ|蓄積ヰIであるので結論を得るに到っていないが，

:Itil病に依る蝉流の減少は相首長に注する事は推察

するに非.floくない。

護芽初期に H.sativl川に犯された~類;j'j主苗が

一時護育を停止し，立枯症1lJ¥を起し始めたかの如

き外観を主.し，共の後回復はするが，之を健全な

稚12.と比政すると，雨後の成育が一段と遅延する

ととを十勝地方太平洋沿岸地帯で翻察した。との

椋友生育の遅滞は北海泊!Ĵl各地で見られる分葉抑

制のための反首 1-''1-にも建する如き極端な!豆播

き，粗放な耕租法にrLl来する部分的な深婦と，廷

に護芽jgJに於ける二1:壊の低温とが夫 k crown root 

のi反生を遅延せしめるためであると忠われる。而

して H.sa抑制は比較的低温にでも向位者))を有

するから稚7Jiの生育を遅延せしめるような低い土

壌温度に於ても能く subcrowninternodeの部分に

位入し，此の組織を破壊して，幼松よりのま主分位

びに水分のilt撃沈を低下せしめる。設;元三初~~~]に種子

組或は subcrownintcrnodeをH.satiVi!lllに犯され

た寄主作物は Srl¥lMC爪DS及び、 SALLANS(1933)も

示している如く crownrootの派生K1kTてその機

能を代f討するものでるるが，以上の虫"き不具僚件
下に於て crownrootのi民生がuれれば，それだけ
水分の吸収量は著しく減少して，迅護主1を1'111うと

とは凶T%となるから従って苗の設育は氾延し，又
之が立;枯症紙を設現せしめる一因をなすと考えら

れる。

栃内，宇井一一北海道に於ける多額“ヘノレミントスポリウム病"に闘する研究

覆土の厚さを使えた場合の稚苗王室育状況

(土壌溢度 18-24
0
C) 

第7表

春f番小~農林 29 由主

sub巴rownlcrown 
internode 1 root 反
長 l生の有無

土

十

件

件

子葉』的長

7.5 cm 

6 

4 

2 

7.8 cm 

5.5 

3.2 

1.5 

干電子より
土壌表面
迄の室長

覆土 7cml，
5 

3 

土

++ 

+ 

大喜多札幌六角

覆土 7cm

5 

3 

北海道に栽培される若手J番大要!日紐札幌六角及

び春播小委品位農林29fr虎a:使mして Hell/lintf/O-
sporiulIl sativlI川 P.K. et B. に!~!る松市tÇijの立J昔前

或はぷ叫占的の設生に及ぼすこ.， -外界|人JIの影響

と，その時J合に於ける守主のNえ態とに闘して寅験
抗び、に凱どきを行ったQ

土嵯温度は此の的容の設主主に影響を/えぼナ底

結語及び摘要

1~3mm 低下し， TAYLOR等 (1936)の小宴に闘す

る crown の位置に闘する ~fj協会に於ける結果と同様

な傾向を示した。 l市j場に於ける観察にがくると，土

壌1Kil.度が1O~13"C のとき， 或は統播した場合は

crown rootの派生は辺延する。例えば大要の場合

反古 6 升の播種~:rLで・土巌温度が 10~130C ならば

護茅に 1週nUJう五 9日 crownrootの祇生に護:岸
後約 14 日を要 L，土壌温度 17~230C ゑらば設孔二

に3日 crownroot の派生に共の後 4~5 日を要

するのみであるが，反~M[; 1 -~lの統括をせる場合に

は crownrootの派生は持播の場合に比し 3-5日

の起延が見られる。

深播した場合の接種1i点目古に於ける抗日病佃f容を

見ると子葉平!fiよりも subcrowninternodeにかけて

立iの{え入の起って居るものが最も多く認められ，
普通の接種試験に於て子葉粕に位入した場合より

も内部制i;管来部への位入が症かで、あるロ之は子葉

鞘より位入した菌が第一本葉の市jt管束部へ進むの

は子葉1f.口組織のj封出後に多いととから考えて'常然

と思われる。似jえば 1，3cmの覆土では殻病程度

算定の時期J~ととの市w管来部にidJ入しているものは

なかったが， 7cm匝ではその時期に*H;管来部の料l
胞の控色が認められた。

此の』;去に市jt管*部近くへ的がもと入した#/]合郁

子根よりの水分岐牧がどの脱皮妨げられるかを弐

の虫"くして宜験したω 印jち地上 1cmの底で試を

切断し共の上を硝子鎚にてi必室をつくりて被い，
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大であるが，土壊中に菌がイf前:する場合と種子に

病原菌が附着せる場合とで設的が主どノにとなる温度

はやや呉り， iiij詳の場合にはノj、妻2sOC，大茶2sOC

及び 300C 後者・で、は小委22
0
C，大葬30

0

C， であ

るι

iF:出l及び低温下に殻肯.せしめたる寄主布([物~j!~

市の H.saiIvul7lの佼容に!:tする反!直iはそれぞれ異

るととはi切らかであるが，治'ir毘に方きでは病師、菌の

護育は促進Jl)J長され寄主主11.織への位入湖度も大と

なり，又他方組織の破壊も顕著となる。殊に菌の

佼容を家りたる子実相の組織は，高温の場合には

容易に崩泣して，立i称、はl立にi架く深〈内部の奨粕

組織に位入して寄=l:.航秒av士山上部の護育を事ll:liIJす
る傾向を示す。

H. satI'1I1仰に悶る被守をiIK少限度に.lI二めるに

は，決然とした去現ではあるが，寄主の設育を'11ミ

常とし， ~lJ\位の布((物jを育てる事が最善であるとは

DOSDALL (1923) サ;がよ2f.Çべている底である。著者イ'~~;

の寅験に於ても地上部の傷害，覆土の過!字，単位

播紐量の過多及び日照景:の不足子'~';により鼓荊の促

進せられる:}Jj.が認められた。Q[Jち寄主の生育環境

の保1*iJ~正常で・ない場合に寄主の抵抗性が低下し

設約が増加する。

覆土の過1単により subcrowninternodeが長く

なり，菌が子契約の外に此の部分からももiJ入する

時，結播及び土壌温度が比較的低いとと年により

て crownrootの祇生がjLf延すれば，必然的に寄主

の琵育は一時f正下し生育・の泊;延を友わす。との

影響は将米迄』えんで結J¥j収量の低下等を来さしめ

る。

VANTERPOOL及び STMMONDS(1938)がカナ

ダに於てノj、要fjfuWWlの rootrotによる護育也延が

後に到り鋳約の位者を助長する可能性が多くなる

とiliべているが，斯くの如き駄をも:.15-¥，邑に入れる

ときは若手類稚古iJ切に於けるHelf/lInlllOstorIw川 atIVl/1ll

に基く約告の点:裂性はー居人;となり，との病害そ

れ自身に闘する研究に加うるに他的EJ?とのM日係，

全体としての総合防除乍まで研究純粋iは蹟大する

可く，従って観察及び賞験)j誌にも新たなる二}'jlJ長:

を揃う必要を生歩、るととと思う。
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Resume 

The most destructivc Helminthosporioses of barley and wheat in Hokkaido are the stripe diseasc of 

barley caused by H. gramillelllll RABH.， thc foot and root-rot disease of cereal seedlings or the spot blotch 

of barley causcd by H. sati叩 IIIP. K. ct E. and thc nct blotch of barley causcd by H. teres SACC. In this 
report the writers undertook to c1car up th巴 cnvironmentalfactors inHuencing thc foot-rot diseas巴otccreal 

seedlings causcd by H. saiIvlllll and the ceJlular reactions of host plants observed at the invasion of the 

paraslte. 

The soil temperature is one of the important el】vironmentalfactors for the dcvelopment of the di-

sease， thc optim um soil tcmperature for the outbreak of the diseac， being somewhat variablc according to 
the origin of the parasitc; i. e. when the infcction is c乱uscdby soil-bornc fungus， it is 26GC in whcat 
plants and 300C or 26GC in barley and when caused by sc巴d-bornefungus， it is 22GC in wheat and 300C 
in barley. 

It is obvious that the rcaction of host ceIls against the infcction of I-I. salivl/III varies with cnviro岨

nmental tcmpcrature; the growth of thc parasitc is promoted by highcr temperatnre and thc hypac vi-

gorously invade thc coleoptile celIs， causing rapid discolouration and disintegration of the tissues. lt is 
noteworthy that the infected coleoptile epidermal tissu巴 colIapscsrapidly at higher tcmperaturc， and that 
the fungus invades the parenchymatous cells more readily， so the growth of the host plant is noticeably 
retarded. 

In the experIments concerning the cffects of shading upon th巴outbreakof the disease， the secdling， gro-
wing under the shadcn condition with parchmcnt paper， spread above the plants wer巴 attackedfar morc 
violently than those cxposcd to nOfl11al sunlight， but by shading the plants frol11 direct sunlight with black 
paper thc attack of the parasi t巴 wasreduced decidedly・

In thcse shading cxpcrimcnts th巴 reactionof coleoptil巴 celIsagainst th巴 invasionof H. satIt'UlIl was 

also observed. 鴨川enthe fungus invades the col巴optilesof the plants， growing under diffused sunlight， 

the host cells showed various reactions such as只ranulationsof protoplasma and thickenin~ ()f the ceII waII. 

These reactions arc much morc remarkable than in those growing under direct sunlight. The growth of 

the hypbae which hav巴 invadedcoleoptile tissues is l110re vigorous in th巴 plantsgrowing under diffused 

sunlight. 

Deep secding and the mechanical injury of leaves encourage thc outbreak of the foot-rot. When the 
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s巴edsar巴 sowntoo deep， th巴 tim巴 requircdfor the emergence of the secdlings becomωlonger and the 
length of subcrowninternode is increased， moreover at lower siol temperature the growth of crownroot 
is reduced. ¥Vhcn the hyphae hav巴 inmdedthe subcrowninternode under these conditions， the transloca-
tion of water absorbcd by lateral roots is disturbed and consequently 'damping-off or wilting symptoms 

develop. 

From these resutls obtained in the prcsent expcrimcnts and obs巴rvations，the writers conclude that 
th巴 foot-rot of cereal s巴巴dlingscauscd by J-I. sativum is invigorated by th巴 unfavorable conditions， retarding 
the growth of the host plants， such as high soil temperature， mechanical injuries of thc leaves， insufficient 
sunlight and dcep secding， and also that the control of the disease will be attained by promoting the 
vigorous growth of the host plants by improving the physical environm巴ntalcondi tions and cultural prac-

tJces. 


